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毎月 10日付. 1 部 3円

2島私.., 人口総数。 109， 063

世帯総数・ 24, 068 
市の面積.' 67 , 97 
人口密度 1， 605

転入 466 ・転出幻自

出生 140 ・死亡 46 

官官月比70投手青 224人が増加
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一
一一

し百て

完
投って
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
J

手
動
式
の
は
か
り
は
、
目
盛
り

さ
お
の
葉
鬼
の
部
分
を
隣
り
放

る
か
、
ま
た
は
メ
!
ト
ル
系
だ

け
の
目
盛
り
さ
お
に
取
り
替
え

れ
ば
使
え
ま
す
。

こ
の
傑
、
信
用
の
な
い
と
こ
ろ

で
修
理
す
る
正
、
く
る
っ
た
り

こ
わ
れ
た
り
し
て
使
え
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
る
べ

く
正
裁
の
計
量
器
製
造
・
修
理

e

板
売
業
者
に
た
の
な
方
が
安



臣
、
特
別
委
の
合
計
は
土
ハ
億
一
量
き
な
い
ま
す

1

一
十
六
生
度
の
中
高
審
議
薬
物
〈
住
吉
十
喜
差
益
と
向
五
カ
年
実
施
一

四
千
八
百
五
円
に
の
ぼ
担
、
富
マ
立
ち
入
り
区
域
e
犬
神
、
下
馬
豊
一
宅
っ
き
店
舗
、
閣
議
所
な
ど
)
の
建
設
一
蓄
の
蓄
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
裕
一
に
、
自
ら
す
す
ん
で
こ
の
度
の
憐
催

産
主
総
額
は
、
二
十
五
億
八
千
一
回
、
書
縄
、
襲
陶
芸
貸
し
付
け
葬
な
っ
て
い
ま
す
。
一
環
妻
、
塁
、
市
職
員
、
義
的
一
章

t
、
自
慢
の
襲
蓄
手

五
百
万
言
と
な
白
ま
し
た
。
一
V
盟
問
@
送
量
重
襲
撃
事
貸
し
付
け
希
書
妥
結
げ
は
一
患
の
費
量
験
者
十
五
名
で
一
ー
に
し
た
の
で
す
。
警
告

Z

1
j
t
j
j
j
一
員
査
と
望
書
な
主
め
。
豆
一
一
月
二
十
日
号
、
富
月
五
日
i
一
構
内
一
側
一
言
語
治
体
に
と
っ
て
の
天
?
っ
た
不
事
件
子
。
乙
れ
は
ご
し
て
を
き
た
き
に
、
震

東
震
で
立
ち
入
り
一
l
i
-
-
i
i
i
一
五
月
三
十
一
日
ま
で
、
詳
細
言
霊
一
i
l
l
-
-
i
而
白
子

V

や
お
正
月
で
す
。
つ
月
二
日
か
ら
七
日
ま
で
の
六
語
、
、
は
よ
く
審
決
さ
れ
る
不
正
レ
i

ス

一
大
神
i
露
関
の
章
一
中
高
層
建
築
-
Z

工
会
議
所
へ
お
事
者
よ
登
録
者
九
千
一
川
重
一
一
一
土
ハ
喜
望
号
本
車
寄
っ
主
張
っ
て
い
た
ぶ
怒
っ
た
の
刃
は
そ
レ
i

ス
球

完
訂
訪
日
~
一
日
一
詩
句
一
詰
哲
目
立
資
金
む
融
資
一
軒
即
時
込
み
語
、
皇
の
熊
一
一
一
一
百
一
名
市
立
盟
諸
時
現
出
一
一
一
村
討
百
九
結
摂
一
元

芸
員
一
万
一
一
千
円
(
一
万
二
百
)
玄
関
に
、
次
の
土
地
に
立
ち
入
品
神
奈
川
県
縫
製
部
建
築
費
昭
和
三
一
警
の
選
貴
重
確
定
一
:
に
よ
長
官
つ
い
;
、
言
語
内
君
主
手
品
さ
れ
た
騒
ぎ
主
な
ら
な
い

選
挙
革
委
員
長
一
一
一
千
四
百
円
〈
一
一
一
色
む
劃

E
Z

ー
1
3
Z
Z

記
釦
;
勺

1
1

一
量
管
署
員
会
一
ニ
月
五
弓
あ
一
州
市
長
は
市
議
合
た
い
し
話
せ
ね
一
一
一
百
高
の
喜
一
般
会
計
へ
の
で
す
乙
、

2
2

整
担

千
言
霊
草
委
員
一
言
卓
越
轟
鱗
鱗
伊
藤
糧
難
欝
機
長
川
弘
一
た
色
い
霊
委
員
会
議
量
挙
人
名
前
盟
主
走
塁
、
き
と
ま
る
乙
と
芸
能

2
?

て
て
い
る
建
前
E
D
ま
せ

円
(
二
千
)
霊
委
員
長
一
一
千
九
一
闘
機
警
?
重
量
警
\
イ
ム
議
襲
撃
鱗
機
墾
轄
の
一
誉
議
定
し
ま
し
た
。
昨
年
十
二
月
一
一
川
長
い
た
草
案
に
も
と
づ
き
、
革
一

1
1
1
1
1
1

ん
け
れ
ど
気
高
童
話
せ
た

賢
一
一
千
四
百)
i

一
一
千
一
閥
解

8
r
J
尚
一
議
L
v
d
議
J
T
蹴
一
塁
の
調
査
に
も
幸
〈
車
交
一
側
室
長
っ
て
い

2
2

一

J
i
i
l

一
一
再
三
八
百
)
農
業
委
員
会
一
襲
撃
議
議
露
欝
〆
鼠
襲
撃
(
憐
〓
由
、
一
護
者
訟
は
、
富
千
六
百
五
十
六
名
一
側
一
般
市
民
の
み
な
さ
ん
に
成
章
一
;
安
記
喜

2
2

競
技
の
一
塁

詩
刊
号m
E
Fム
襲
撃
議
警
護
義
一
機
襲
撃
議
議
官
一
刊
号
事
時
五
一
一
一
川
で
御
報
告
申
し
上
げ
る

ζ

と
に
な
る
一
議
懇
認
を

Z

湯
聖
フ
ァ
ン
に
も

一
襲
警
襲
撃
襲
警
襲
撃
警
警
護
霊

2
5
2
i
i

一
塁
罰
罰
む
軍
基
L
B

で
す
。
一
て
週

J
長
著
て
も
号
毎
日
一
一
一
千
万

g

同
部
会
長
コ
一
言
語
(
一
一
一
一
盤
麟
購

J

醐
一
川
と
こ
ろ

2
2

一
月
の
初
め
に
一
ミ

C
J

門
ほ
ど
の
毒
事
え
り
み
ず
、
ぁ

持
品
目
配
下
一
後
任
会
長
に
移
出
民
一
欝
轍
進
一
能
川
訳
語
説
話
「
十
し
詰
詰
袋

詰
九
藍
ハ
十
円
(
八
高
)
。
一
一
瞬
趨
襲
撃
富
財
閥
一
山

f

害
影
響

5
7
5

員
五
校
の
霊
が
一
校
長
い
こ
と
有
署
て
お
り
を

お
吋
見
詰
一
語
鍋
島
村
梶
時
開
設
を
新
任
一
轟
轟
仲
都
圏
一
州
許
可
刊
行
問
諸
説
話
時
計
諮
問
的
刊
誌
立

さ
か
の
ぼ
っ
て
蓄
し
ま
し
だ
一
一
一
一
審
議
盤
鞠
器
輸
臓
器
は
な
い
完
ぎ
に
な
白
ま
じ
2

な
か
っ
た
出
来
事
の
た
め
尺
高
会
室
長
露
。
毒
殺
る

マ
襲
警
号
1
第
九
号
一
般
特
別
名
古
豊
富
男
書
札
ょ
っ
五
原
一
同
時
に
-
量
議
会
言
語
益
任
一
村
議
会
議
長
、
前
市
議
、
前
市
議
会
麟
盤
麟
&
宮
間
や
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
に
ま
で
と
白
雲
ロ
わ
が
ま
つ
な
不
蓄
を
襲
霊
の
不
雲
警
告
智
さ

会
計
の
追
加
望
日
立
ま
守
前
記
給
与
一
と
な
っ
た
、
新
市
議
議
審
議
会
会
長
の
一
と
、
県
土
木
事
務
所
長
の
一
票
劃
に
と
も
一
警
、
径
一
町
一
九
一
寸
七
十
歳
)
一
裁
横
滑
川
臨
時
鶴

一
一
一
欝
離
器
鱗
離
宮
暗
号
担
れ
た
章
子
宮
、
み
な
し
た
た
め
、
警
は
緊
急
盤
整
童
れ
、
競
輪
車
震
の
警
手
。

四
日
山
守
口
川
流
域
話
一
砕
い
パ
ド
一
軒
持
丘
三
員
の
史
認
も
行
な
わ
れ
を
つ
時
わ
辻
野

u
p
r購
鱒
盤
、
管
支
も
御
霊
の
こ
と
と
思
い
季
五
会
」
招
集
し
丈
安
否
営
主
義
戸
川
貞
雄

一
一
一
鱒
器
時
晴
鋪
鱒
趨
お
鱒

K
H
V一が
、
本
市
喜
憾
の
川
川
一
段
慈
局
場
に
お
叫
称
省
当
局
の
持
政
処
分
を
持
た
ず

会
許
は
九
積
一
一
一
千
六
百
八
十
八
万
余
次
の
と
お

D
決
ま
D

ま
し
た
。
ま
た
一
マ
後
雲
裏
@
杉
山
鐙
一
一
萎
員
(
一
通
一
川
県
平
山
崎
土
木
事
務
所
長
、
酒
井
額
盤
鱒
際
競
畿
通
局
鴻

灘
襲
撃
襲
撃
襲
撃
審
議
欝
翻
翻
灘
量
一
前
所
長
の
後
任
)
一
審
議
纏
童
話

1

麟
麟
麟
欝
鱗
麟
繍
麟
麟
麟
麟
麟
麟
轍
麟
軒
竺
怠
議
会
市
長
の
諮
問
機
関
一
種

A畿
謬
諸
問
月

襲
撃
襲
撃
襲
撃
鱒
韓
日
会
一
ー
言
宗
自
治
管
の
一
選
齢
別
審

4

嬢
襲
撃
畿
欝
欝
襲
欝
鶴
鰯
額
離
競
欝
鑓
寵
灘
鶴
日
沿
一
撃
を
痩
け
て
竹
な
っ
て
い
あ
新
市
建
一
\
妻
宅
額
駿
灘
綴
寵

額
鱗
欝
撃
機
畿
鱗
鱗
欝
畿
欝
欝
議
麟
麟
鶴
韓
紅
側
一
1
1
1
1
1
1
1
i
l
l
i
l
i
-
-
i
i

機
綴
機
縁
線
綴
機
務
議
務
機
綴
緩
線
機
幾
務
機
騒
綴
綴
欝
畿
綴
機
緩
醐
醐
ば
見
一
一
h
a
a
F
a
a
z
a
a
2
s
t
a
g
e

是

a
a
a
i
s
a
g
e
g
E
i
e
g
g
S
T
a
g
e
-
;

懸
撃
機
警
務
緩
緩
警
務
綴
援
態
媛
瀦
毅
蕩
懇
謹
謹
翠
奇
た
一
吋
'
i
\
h
:

ーl
:

麟
離
れ
三
議
欝
欝
議
出
柏
戸
税
金
的
説
夢
野

砲
晦
鰯
概
観
綿
織
凶
暴
護
者
げ
り
鴻
必
習
時
弘
明
選
制
総
選
総
緩
警
察
義
国
抱
一
劃

鱒
坊
主
〆
九
十
二
九
二J
b
:重
機
一
字
情
一
一
i
d

草
野
骨

欝
よ
没
収
人
)
ぺ
w
h
w
同
議
f
h
護
主
一
一
き
融
農
撃
葬
者

議
嬰
宇
一
戸
、
き
人
食
品
一
三
一
日
目
臨
機
騒
耕
輔

「
内
科

:
ν
\畿
P
Lぷ
よ
い
に
つ
を
喜
子
:
の
一
p
l
a
g
e
i
g
i
l
g
a
i
i
i
欝
欝

J響

蕊
轟
鮫
彩
お
\
、
側

J
J
幾
燃
燃
?
~
ρ

いν
ν
ノγ
γ
d畿
畿

\
L
d
ゼ
丈
芝
守
弐
三
三
?
\
九
九
?
J

片7
7
f
:
:
h

。
り

γ

綴
騨
繊
♂
巧
一

γ

ク
遜
綴
幾
緩
綴
綴
に
〉
〉
綴
鱗
繍
一
J
J
川
ヘ
川
凡
ヘ
コ
吋
コ

7
%拶
》
綴
劉
毅
)
ザ
の
ヱ
一
伺
摺
怨
笠
笠
~
拡
笠
迄
山
立
み
干
叫
一
削
の
唱
褐
例
費
霊
品
最
柔
京
哀
豪
同
気
路
と
い
わ
れ
た
一
九
六
誠
鍾
瀦
犠
鯛
鞠
狩
伊
綿

擁
麟
離
&
麟
畿
欝
鱗
欝

\
J
1
川
♂
一

V
J此
三
婆
)
轍
謹
棉
一
す
O
言
年
に
長
続
い
宅
丈

2
乙2
と
し
七
も
霊
が
事
乎
昼
間
ミ
事

繍
韓
議
級
審
3

選
議
警J
J
2
J
J
互
理
日
一
想
主
て
い
ま
ご
家
庭
の
ミ
ら
し
一
十
月
)
と
な
る
。
こ
れ
室
町
寸

欝
審
開
審
ぷ
一
ー
に
正γ
警
三
時
刊
一
の
計
画
も
た
く
さ
ん
お
持
ち
で
し
き
一
と
、
納
期
前
と
し
て
護
霊

鰻
欝
ぽ
臨
態
欝
襲
撃
議
議
ザ
川
J
P
山
田
と
こ
ん
な
な
か
え
税
金
は
、
ば
か
に
な
一
と
な
る
局
数
は
十
五
白
に
の
伊

i
1
1
1
1
l
i
t
h
-
-
h
m
ず
い
出
費
で
す
。
好
況
の
年
と
は
い
一

ζ
と
が
わ
かb
t
r

結
局
A

一
一
ん
は
、
一
期
の
税
金
五
千
円
の
宵

体
位
の
う
つ
白
か
一
べ
訳
、
税
金
の
有
利
な
払
い
込
み
一
の
二
五
十
円
)
×
十
五
日
書

宝
一
E

較
し
て
一
方
法
は
な

E
z
-
-
:
襲
撃
章
一
十
円
の
報
奨
金
を
害
よ
フ
、
〉

を
た
。
そ
の
結
果
一
当
の
徴
収
謀
に
き
い
て
妥
ま
し
た
一
え
て
い
ま
す
。

は
、
平
均
し
て
給
一
円
徴
収
擦
の
話
し
〕
白
あ
白
ま
す
ね
。
一
A
苧
ん
が
、
四
月
十
五
百
章
一
足
「

堂
を
お
こ
な
っ
て
そ
れ
は
、
税
金
員
約
制
度
で
す
よ
ー
一
め
さ
っ
と
一
考
え
て
い
る
の
は
、
一

注
意
の
方
が
一
語
に
よ
る
襲
在
、
銀
行
事
以
葉
満
の
襲
に
つ
い
て
は
、
z

、
体
重
@
坐
置
で
ゴ
の
刻
ま
わ

D

に
苦
手
。
主
税
一
日
以
上
だ
と
五
月
、
十
富
士

富
@
雲
で
、
一
の
納
期
前
納
付
に
対
す
る
報
奨
金
の
交
一
之
霊
長
に
は
い
ら
な
い
、

一
付
。
と
い
う
制
度
で
、
平
塚
市
交
は
詔
一

ー
す
ぐ
れ
て
い
一
和
一
一
一
十
差
宮
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
す
。

だ
も
ち
ろ
ん

ζ

一
税
金
の
郡
白
引
さ
助
制
度
と
い
っ

τ
も
よ
一
三

の
結
菱
重
て
す
で
に
た
く
さ
ん
の
入
者
用
し

の
み
の
効
果
と
す
一
て
い
る
し
、
利
帰
者
は
年
々
ふ
え
て
き

る
こ
と
は
や
な
一
て
い
ま
す
。
簡
単
に
説
協
す
る
と

1
1
-
V
綴
緩
金
の
穣
川
名
品
問
明
暗
の
税
額
の
百

の

ぷ
の
霞
画
整
理
審
議
会

平
塚
市
の
学
校
給
食
は
、
先
背
円
か
ら
の
金
田
小
と
宮
沢
小
の
給
食
開
始
で
、
企
一
小
学
校
(
十
六
綬

e
晶
子
憲
一
方
閉
山
千
人
)
に
及
び
ま
し
た

G

昭
和
二
十
二
年
二
月
、
当
時
進
展
軍
放
出
の
脱
脂
粉
乳

に
よ
っ
て
、
戦
災
砕
謬
{
け
た
校
舎
の
焼
け
あ
と
に
、
雨
露
を
気
づ
か
い
な
が
ら
給
食
を
は
じ
め
て

官
、
十
周
年
ぷ
白
で
す
。
こ
の
間
、
拐
の
給
喜
怒
援
に
あ
わ
せ
て
、
物
質
的
@
経
済
的
悪
条

件
と
た
く
さ
ん
の
困
難
を
の

E
C
え
た
学
校
@
P
T
A
e
給
金
属
係
者
の
み
な
さ
ん
の
努
力
が
、

い
ま
、
ゆ
た
か
な
み
の
P
字
申
せ
た
わ
け
で
、
市
の
教
育
史
に
特
記
す
る
に
樋
ず
る
こ
と
、
と
い

え
ま
し
ょ
う
。
学
校
給
食
は
、
正
し
い
童
生
活
を
滋
じ
て
手
供
た
ち
の
媛
墜
を
す
す
め
る
戸
げ
で

な
く
、
食
事
に
つ
い
て
の
犯
し
い
恕
解
や
よ
い
習
慣
を
つ
け
、
開
制
る
い
社
交
従
を
繋
っ
て
い
〈
、

つ
と
い
柔
切
な
ね
ら
い
を
も
っ
て
お
白
、
数
え
害
れ
な
い
教
育
霊
童
げ
て
き
て
い
ま
す
。

vと
つ
、
給
量
がw著
し
い
未
定
は
な
い
。
動
物
性
た
ん
ぱ
一

V
給
童
に
よ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
基
最
中
震
は
一

一
小
単
授
の
乎
供
た
ち
に
ど
ト
ん
な
影
響
を
←
〈
買
は
無
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
卵
、
っ
く
一
家
庭
で
の
不
足
字
申
こ
し
て
、
一
貴
平
一

ら
一
与
え
て
い
る
聖
書
毒
薬
餐
主
主
体
で
か
た
よ
っ
て
お
缶
、
よ
一
均
五
百
ミ
リ
グ
ラ
ム
に
規
定
し
て
い
一

叫
署
長

h
E
Z謀
議
示
事
毒
い
え
な
れ
翠
柏
戸
高
よ
る
。
議
捕
で
は
パ

Y

に
強
化
し
て
い
一

門
会
計
際
関
係
国
物
品
a
修
調
a

罰
則
な
ど
の
一
般
護
者
は
次
の

手
続
き
を
-
-
i
z
-
-

円V
幅
広
師
章
一
期
間
同
@
四
昼
一
一
日
子

U

M同
月
二
十
日
ま
で
に
余
計
譲
ヘ

マ
必
務
緩
綴



…
公
爵
に
外
灯
そ

…
立
野
間
ム
閣
は
字
供
の
遊
び
場
と

…
な
っ
て
、
町
内
で
非
常
に
よ
る

…ζ
ん
で
い
る
だ
夜
に
な
る
と

…
若
い
男
女
の
ふ
ら
一
つ
く
場
所
と

…
な
っ
玄
寒
心
に
た
え
な
い
。
風

…
紹
@
防
犯
の
立
場
か
ら
ぜ
ひ
公

道
の
中
央
に
外
灯
暴
け
て
ほ

昭和 36 年 3 Ji 10 日

首
慰
安
爾
〉
一
平
屋

分
の
一
に
前
約
月
数
世
掛
け
額
一
盤
営
協
議
会
主
選
一

裏
金
と
な

i
s

一
撃
事
で
紹
言
。
基
準
授
の
電
器
次

V
駐
務
1
3

の
笛
暴
露
一
総
ご
鰭
主
量
産

Z
Z

け
ま
充

義
一
芳
内
交
通
語
、
一
一
一
一
輪
、

i

一
監
禁
(
毒
@
見
事
体
事

務
、
富
と
も
各
李
向
づ
っ
鋲
い
一
機
畿
一
中
保
護
章
一
一
袋
小
童
謡
霊
)
、
事

込
む
ζ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
五
一
誠
一
三
重
中
京
童
)
、
青
野
中
露

支
さ
ん
は
、
竺
期
の
と
吾
、
四
一
号
i

の
主
一
士
見
小
童
)
、
陸
軍
(
県
立
平

月
十
五
日
ま
え
尺
一
一
万
円
ま
と
め
一
岩
崎
会
長
の
死
訟
で
空
席
と
な
っ
て
い
一
商
務
堂
)
、
富
史
神
田
義

E
U

互
い
込
ん
で
主
お
う
と
考
え
て
た
、
関
室
長
鼠
の
襲
警
告
一

ζ
と
し
の
卒
業
主
同
小
学
校
二
千
七

い
ま
す
。
き
支
計
算
し
て
み
ま
し
一
な
わ
れ
ま
し
た
。
一
室
十
名
、
星
空
千
六
百
二
土
ハ

セ
第
一
葬
は
す
で
に
納
期
で
す
一

v

霊
長
。
華
料
二
氏
(
市
議
会
一
一
各
三
間
灘
高
校
九
十
一
一
名
手
。

か
ら
報
奨
金
は
つ
か
な
い
と
し
玄
①
一
月
一
日
付
け
就
任
)
一

I
l
l
i
-
-
I
l
i
-
-

一
一
一
一
時
時
比
一
目
弓
月
数
一

v

諸
論
評
腕
和
銀
頭
)
〈
市
議
一
…
同
日
記
叩
酔
錦
町
糊
鵡
由
時

②
第
一
一
惑
の
は
納
期
九
月
議
書
一
一
訂
正
一
留
保
漂
襲
と
議
官
警
告
撃
電
車
、
お
よ
び

数
は
五
力
月8
A
R

ま
で
〉
一
報
酬
審
査
委
の
就
任
一
間
識
の
こ
た

7
J
凡
な
謀
議
し
手
。
な

諸
問
題
叶
缶
詰
開
明
言
宗
一
地
思
議
話
器

3
4
4
3
3
1
3
3
2
3
3
3
3
j
i
-
-
3
3

一

館
午
で
・
中
受
人
~
た
あ
な
浴
注
い
申
る
け
一

民
も
ま
康
前
を
い
日
れ
が
い
入
。
な
は
す
受
。
一

公
と
時
土
午
射
な

l

生
由
て
に
を
し
子
期
間
出
い
一

資
場

3

・
ら
校
ら
月
に
理
け
。
耳
蓑
浴
い
延

3

な
一

ヤ
須
会
~
沢
か
の
な

5

で
後
受
す
前
凱
入
悪
を
は
が

j

各
分
吉
時
こ
ば
年
ま
生
だ
で
①
な
は
の
剃
射
田
京
一

一
日
'
∞
酌
酬
い
側
お
肺
抑
制

J
J
鎖
骨
蹴
問
問
主
岨
掛
一

フ
日
時

1

だ
国
対
な
、
月
と
て
子
注
て
し
か
出
こ
い
…

ジ

6
b

後
た
愛

b

け
は
叩
子
つ
い

b
L

射
②
し
③
な

J
J」
ヤ
を
ま
続
所
院
館
段
館
所
段
所
校
館
館
場
場

選
リ
自

L
E

出
張
民
民
露
出
民
療
医
育
学
民
会
道
滋

開
門
相
回
一
…M
剛
林
公
駄
目
齢
相
時
糾
一
献
水
制
紙
一

E

ジ
第
巡

n
m
回
路
沢
旭
ロ
監
金
城
鈴
科
大
月
中
花
附
附
←

}
局
主
射
で

3
金
古
口
土

E
4

司
直
一

日
目
臨
時
一
∞ω9
0山w
o∞
且
且
山
中
ク
∞
。
…
此
依
一

日
予
の
。
日

E
H
'
'

日
'
日
ソ
日

b
B

〉
R
R

一

首
の
次
す
釘
柏
崎

4
4
m
m
Jャ
叩
叫
ん
ゲ
お
勺

3
V
4
5

一

村
税
各1油
)
@
決
算
欝
盆
稔

組
織
の
み
)
⑧
筆
記
抄
一
品
〈
会

社
組
織
の
み
)
。
各
一
泊
。

門
議
議
線
開
醐
用
問
出
土
木
議
築
工

事
院
関
係
業
者
は
次
の
要
領
で

円v
手
続
き
間
開
醐
開
@
鴎
忍
」

g
h
r
h
同

日
間
同
月
十
五
位
ま
で
に
総
説
認
へ

竹V
必
幾
纏
蜘
で
入
札
見
積
指
命
参

加
議
@
経
尿
器
官
⑤
総
数
祉
問
調
川

市
制
澄
録
誌
編
曲
明
@
営
葬
誌
服
警

⑥
一
時
耳
罰
議
抄
本
。
各
一
説
。

一
乙
の
手
続
き
を
し
な

干
ど
総
意
ザ

ー
い
義
者
は
、
一
ニ
十
六

年
度
]
市
役
所
。
支
所
鈎
議
所

e

教
育
委
員
会
@
消
防
署
@
市
京
の

字
紙
@
図
番
館
@
口
出
品
態
。
診
様

所
@
保
育
所
@
競
輪
損
な
E

か
ら

の
鴎
怜
浄
稜
げ
ら
れ
た
〈
た
あ
と

と
が
あ
り
ま
す
。w
v必
要
た
講
演

の
託
初
年
月
日
は
、
四
月
一
日
川
以

後
の
一
も
の
に
限
り
ま
す
。

r
i

ム

仰
い
ト
ム
ピ
ド
・

0

原
木
行
の
パ
ス
で
十
四
分
、
泊
之
宮
の
家
並
み
を
出
端
れ
た
一
期
に
ク
富
士
見
間
関
節
。
と
一

い
う
バ
ス
停
が
で
啓
ま
し
た
。
神
路
と
大
野
の
援
で
、
こ
の
矧
の
ま
ん
な
か
に
、
救
護
吋

施
設
富
土
寛
岡
田
が
免
成
し
た
の
が
一
一
月
十
五
弱
。
虫
応
大
野
東
部
広
報
警
貝
会
の
平
野
ザ

準
一
一
一
、
長
田
千
代
子
商
委
員
吉
ん
の
問
一
行
で
訪
問
し
ま
し
た
。
噛

ζ
の
こ
と
に
つ
い
て

お
答
ロ
え

は
さ
き
に
、
市
が
ら

国
鉄
側
に
対
し
て
、
交
通
上
の
危
険

個
所
に
は
標
識
を
た
て
る
な
ど
、
適

当
な
擦
径
を
行
な
う
よ
ち
指
示
し
て

で
あ
白
ま
す
。
今
後
な
お
、
図
鉄
、

業
者
側
と
市
と
の
協
議
を
行
な
っ
て

善
処
い
た
し
ま
す
。
円
建
霞
開
師
〕



--4 :J…スと通信教育岡山-
E産業青年学級]農業工業の分野に職業をもちJ その生活の

中で集自学習を通じて，自己の知識と技能をたかめようと

する，男女青少年諸君のためのコースG

E家政青年学級3 三E婦となるための家政に関する予備学習と

生活改善研究などを学習内容とする女性向コース

E言語業青年学級] 高言語十三関する戦場にあってその経営と合
湿性をたかめようとする男女青少年が対魚のコース

E文化青年学級]文化，趣味，至芸能的な分野での研究と共同

学習を欲する男女子手少年諸君のためのコース。
静文化青年学級のなヵ':';"，県立湖南高校普通科の通信教育課
殺を併設， 35年と 36";:手 3 月中学校卒業者の参加を募ること

になりました。諸君の向学心を満たす 1'1'各ですo

①定員・10-学級 100名まで。 ③申し込み. 3 月 25 自主で

②優待制度・身分証切とパ にjÌJ教委社会教育課へ。

ッチ貸与，波函館割り引き グノレープ(10名〕単位に

模範学級生は県外視祭へ。 限る。

く 4)

し
て
一
人
ぼ
っ
ち

\
不
審
の
と
き
は
身

分
証
明
安

保
険
税
徴
収
轟
か
わ
る

四
月
一
門
口
か
一
ら
、
留
保
@
保
捻
祖
徴

収
員
の
受
け
持
ち
町
内
域
#
変
更
す
る

増
尾
さ
ん
ら
全
額
一
一
公
庁
管
内
と
大
野
交
暮
丙
の
一
一
一
部

共
進
会
へ
出
場
の
む
家
庭
へ
、
い
ま
ま
で
と
ち
が
フ

ホ
ル
ス
タ
イ
シ
の
県
代
表
で
徴
収
員
が
お
う
か
が
い
す
る
。
関
民

間
こ
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
墨
主
催
童
保
護
高
塁
審
の
宗

i
一
の
第
一
一
一
層
会
開
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
止
へ
草
あ
る
と
苦
肉
由
貿
易
証
一
朋
盟
国
を
薩
認

閉
山
一
言
、
一
一
言
一
士
一
字
二
十
吉
し
て
か
ら
払
い
込
ん
で
い
た
だ
主

V
と
き
一
見
二
十
一
日
後
五
一
子
案
バ
ス
ケ
ッ
ト
大
令
官
の
市
民
俳
句
。
譲
e

川
柳

万
一
空
長
野
県
松
蓄
量
保
さ
れ
い
、
と
の

P
」
ん
で
い
る
。
写
会
場
@
江
警
護
会
重
ー
市
襲
警
一
四
月
一
自
主
)
は
、
俳
句
協
宇
一
持
続
獣
百
九

よ
る
が
、
こ
れ
に
よ
高
官
も
、
第
制
別
問
町
制
劃

i
v

務
総
e
一
一
一
十
五
年
度
臼
一
会
人
名
i
l
i
l
i
-
-

」
は
昭
和
七
章
一
一
吉
川
相
互
一
一
十
勾
の
応
募
が

主
要
予
選
を
謹
し
た
奇
襲
警
一
部
大
夜
襲
警
蚕
雲
塚
市
制
服
装
ニ
十
九
回
目
の
記
念
車
プ

間
町
一
参
加
す
奇
襲
袋
一
一
月
十
六
尽
の
祷
氏
招
く
守
護
@
岳
民
の
童
三
葉
臼
に
あ
た

D
ま
す
。
市
関
係
の
一
窓
口

ど
予
定
。
な
お
神
奈
川
県
伐
警
は
六
童
文
芸
震
と
襲
会
員
長
ど
。

い
四
一
瞬
勺
市
教
育
議
は
、
第
二
顕
一
市
良
女
業

即
時
間
安
審
@
申
明
問
中
、
ヱ
爽
増
屡
一
一
(
俳
句

e

短
歌e
川
柳
:
別
晴
樹
に
掲

四
郎
民
所
有
。
載
)
入
賞
者
の
表
髭
式
と
、
女
蚕
お

田
@
名
号
@
ナ
カ
ヤ
マ
ユ
リ
チ
ャ
ン
ピ
話
し
会
を
次
の
と
お
白
開
催
す
る
。

空会受託桟22EE翌三金額警
2 ヰ富民生長引き毛主E5 扱

言語51152izzi152i
が憂いい本もま時離離輸長 動緩姉ら教研市

25る訪れ援持論警告室。善意言
V; 君~(;審執離観音吉究官豆長官
時三執よ関門会主選1225

11iHiiiii7ifffft 
あ者督会存警哲 ÉC;! ~空宮皇室言語
担当室長22喜美 2Z22tiz

一
一
一
回
県
下
種
庶
共
進
会
は
、
一
一
一
一
月

一
τ
一
一
一
の
両
日
市
内
大
久
保
会
関

に
山
開
催
、
県
下
各
地
か
ら
四
+
先

頭
の
一
流
豚
が
参
加
し
一
ま
し
た
。

市
内
で
は
小
鍋
島
歌
山
港
治
氏
が

第
一
類
未
経
産
豚
の
一
等
を
獲

得u

壁
面
川
口
新
蔵
氏
(
未
経

産
)
、
下
吉
沢
加
藤
福
町
議
氏
(
成

校
時
胤
)
が
各
一
一
一
等
に
入
賞
。

ﾗ 

ﾗ 
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i

担
当
岡
田
大
清
水
先
生
!
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